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　　　　訓世憾お阜め唱

　　　市民課
転入届　十日町市に転入して来た人は、14日以内に。

　晶必要なもの……前住所地の市町村発行の転出証明書、印　鑑、国民年金手

　帳（加入者）

転出届　住所を移す前に。

　晶必要なもの……印　鑑、印鑑登録証（登録者）、老人医療受給者証（受給

　者）、国民健康保険証（加入者）

転居届　市内で住所が変わったときは14日以内に。

　晶必要なもの……印　鑑、国民年金手帳（加入者）、国民健康保険証（加入者）

婚姻届　結婚したら。

　晶必要なもの……本籍地が市内でない人は戸籍抄本（旧姓のもの）、印　鑑

出生届　生まれた日から14日以内に。

　晶必要なもの……印　鑑、母子健康手帳、国民健康保険証（加入者）

・死亡届　死亡の事実を知った日から7日以内に。

　晶必要なもの……印　鑑、国民年金手帳（加入者）、老人医療受給者証（受

　給者）、国民健康保険証、印鑑登録証（登録者）

　親しめる窓口をモットーにが

んばっています。4月は窓口が

混雑し、市民の皆さんにご迷惑

をおかけすることがあるかと思

いますが、よろしくご理解ご協

力のほどお願いします。

　市民の皆さんから最も多く利

用される市民課窓口事務の取り

扱いについてお知らせします。

●異動の時期です…………①

●市議会のうごき……②～③

●4月26日は市議選です…④

●市関係の人事異動………⑤

●5万人のひろば……⑥～⑨

●お　知　ら　せ……⑩～⑪

●ふるさとの歴史散歩……⑫
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「
売
上
税
導
入
反
対

マ
ル
優
制
度
の
存
続
を
求
め
る
請
願
」
を
採
択
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条
例
関
係
至
な
も
の
）

　
■
職
貝
特
殊
勤
務
手
当
支
給

条
例
の
一
部
改
正
…
…
用
地
交

渉
手
当
を
四
月
一
日
か
ら
一
〇

〇
円
引
上
げ
「
三
〇
〇
円
」
と

し
ま
す
。

　
■
非
常
勤
特
別
職
等
の
報
酬

お
よ
び
費
用
弁
償
、
実
費
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

…
…
特
別
職
職
員
が
そ
の
期
間

中
、
勤
務
し
な
か
っ
た
場
合
等

に
支
給
の
制
限
が
加
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
■
減
債
基
金
条
例
…
…
市
債

の
償
還
と
適
正
な
管
理
に
必
要

な
財
源
を
確
保
し
、
将
来
に
わ

た
る
財
政
の
健
全
な
運
営
を
目
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市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
一
一
一
月
三
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
十
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
　
「
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
お
よ

び
各
特
別
会
計
予
算
」
　
「
減
債
基
金
条
例
」
な
ど
議
案
四
十

件
、
請
願
六
件
、
陳
情
一
件
、
意
見
書
一
件
、
決
議
文
一
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
九
人
の
議
員
が
立
ち
、

税
制
問
題
、
ポ
ス
ト
三
期
対
策
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た
。

的
に
減
債
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

　
■
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
条

例
の
一
部
改
正
…
…
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
．
（
十
日
町
小
学
校

内
）
の
事
業
内
容
を
明
示
し
ま

し
た
。

　
■
保
育
所
設
置
条
例
■
認
可

保
育
所
入
所
措
置
条
例
…
…
保

育
所
事
務
が
国
の
事
務
か
ら
市

へ
委
任
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
の
条
例
を
廃
止
し
、
新
た

に
二
つ
の
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。　

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
…
…
一
・

二
級
障
害
者
等
の
医
療
費
助
成

適
用
の
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
■
老
人
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
…
…
六
十
五
歳
以
上
六

十
九
歳
ま
で
の
「
ひ
と
り
暮
ら

　
し
老
人
」
お
よ
び
「
ね
た
き
り

　
老
人
」
に
対
す
る
医
療
費
の
一
、

　
部
助
成
等
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　
　
■
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
…

　
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
金
額
を

　
引
き
上
げ
、
六
十
一
年
七
月
十

　
日
以
後
に
生
じ
た
災
害
ま
で
さ

　
か
の
ぼ
っ
て
適
用
し
ま
す
。

　
　
■
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

　
…
…
市
営
駅
通
り
駐
車
場
の
定

　
期
駐
車
料
金
の
区
分
を
改
め
ま

　
し
た
。

　
　
㊧
以
上
の
条
例
は
い
ず
れ
も

　
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　
　
■
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

　
改
正
…
…
議
員
定
数
減
（
二
十

　
八
人
か
ら
二
十
六
人
）
に
よ
り
、

　
常
任
委
員
会
委
員
の
定
数
を
改

　
正
し
五
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
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三輪定義

・税制改革に伴う売上税創設撤廃運動

飯塚洲司

・ポスト三期対策

大島昭三

・税制改革

・商業近代化実施計画

・62年度予算編成方針

佐藤一男

・62年度予算

・地域経済の振興

大島清松

・水問題

・克雪対策

・市政一般

斎木　実

・特別重要水源山地整備治山事業

久保田謙蔵

・上水道事業

・下水道事業特別会計

村山隆太郎

・水源確保とダム対策の今後の見通し

竹内　真

・市政一般
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甲

　
　
予
算
関
係

　
■
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認

…
…
土
木
施
設
・
災
害
復
旧
工

事
費
な
ど
一
、
〇
二
〇
万
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

　
■
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
…
…
①
医
療
扶
助
費
な

ど
七
、
〇
四
八
万
七
、
O
O
O

円
を
減
額
し
ま
し
た
．
②
起
債

元
金
繰
上
げ
償
還
な
ど
一
億
一
、

〇
六
一
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
■
六
十
一
年
度
各
特
別
会
計

補
正
予
算
…
…

　
▽
国
民
健
康
保
険
－
老
人

　
保
健
医
療
費
拠
出
金
な
ど
三
、

　
九
四
八
万
九
、
○
○
○
円
を

　
増
額
し
ま
し
た
。
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▽
簡
易
水
道
－
受
託
工
事

費
を
ど
四
、
五
二
四
万
三
、

○
○
○
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
▽
下
水
道
事
業
－
排
水
設

備
等
設
置
資
金
預
託
金
な
ど

　
二
、
七
九
七
万
九
、
○
○
○

　
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
▽
老
人
保
健
－
審
査
支
払

　
手
数
料
な
ど
四
一
万
二
、
○

　
○
○
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
▽
農
業
集
落
排
水
事
業
－

　
管
路
布
設
工
事
費
な
ど
三
七

　
六
万
九
、
○
○
○
円
を
減
額

　
し
ま
し
た
。

　
■
六
十
一
年
度
水
道
事
業
補

正
予
算
…
…
収
益
的
収
入
に
お

い
て
受
託
工
事
収
益
な
ど
一
、

五
六
六
万
五
、
○
○
○
円
の
減

額
、
同
支
出
で
工
事
請
負
費
な

ど
二
、
三
三
七
万
七
、
O
O
O
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円
の
減
額
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
資
本
的
収
入
に
お
い
て

企
業
債
な
ど
一
、
三
〇
八
万
七
、

○
○
○
円
の
減
額
、
同
支
出
で

工
事
請
負
費
な
ど
四
、
二
八
八

万
一
、
○
○
○
円
を
減
額
し
ま

し
た
。

　
■
六
十
二
年
度
一
般
会
計
予

算
お
よ
び
各
特
別
会
計
予
算

…
…
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　
■
六
十
二
年
度
水
道
事
業
会

計
予
算
…
…
原
案
可
決
し
ま
し

た
。　

　
そ
　
の
他

　
■
青
年
学
級
の
開
設
…
…
六

十
二
年
度
青
年
学
級
の
開
設
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
■
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
策
定
…
…
願
入
、
平
、
漉

ノ



　甫議会では南民生活を嘗るため、つぎの「慧見書」お
よび「決議滋を議員全員によって可決しました。

売上税導入轍回、マル優制度廃止反対に関する意見書

政府は、昭和麗年度の税制改革にお鱒て、マル優制度を廃止し、、

売上税の導入を強行しようとしております。

　この税制改革の中で売上税が導入されるならば、①国際経済摩

擦に重大な影響を与えること。②特に当市の基幹産業である織物

業界にとって壊滅的な打撃を与えること。③流通業及び中小零細

企業に重大な影響を与えること。④増税なき財政再建を望む国民

の期待に反すること。⑤中曽根首相の公約違反は明白であり、国

民の政治不信を助長すること等国民生活に与える影響は重大であ

り、断じて容認することはできないものであります。

一方、マル優制度は、国民にとって老後や病気などに備える貯

蓄として、これまで我が国の貯蓄推進に大きく貢献するとともに、

産業の投資原資としても重要な役割を果たしてきた制度であり、

売上税の導入に加え、これが廃止されることになれば、地域経済、

　　　　　　　　　　　　　　　　　ひっぱく住民の生活は一層深刻となり、ひいては地方自治体の財政も逼迫

し、重夫な支障を来すことは必至であります。

よって、政府においては、国民生活に与える重大な影響を十分

認識され、売上税の導入及びマル優制度の廃止にっいては撤回さ

れるよう強く要望します。

以上地方自治法第99条第2項の規定により、意見書を提出します。

　　昭和62年3月U日　十日町市議会議長　斎　木　正　義

暴力追放に関する決議

平和で明るい街づくりは、十日町市民の切なる願いである。し

たがって、暴力は組織、個人を闇わず民主主義杜会の敵である。

近年、高速交通時代を迎え、各種犯罪の広域化、スピード化、

多様化が進み、暴力団の動向の激しさを増すことが懸念されると

ころである。暴力の被害から市民生活を守り、青少年の健全育成

のため、関係機関と一体となって全市民が総力を結集し、十日町

市からあらゆる暴力を断固排除しなければならない。

よって、私たちは市民生活を脅かす暴力を追放し、平和で明る

い十日町市を建設するため、暴力追放運動に全力を尽くすととも

に市民意識の高揚を望むものである。　　以上、決議する。

　　　　　　昭和62年3月20日　　新潟県十日町市議会

野
、
池
谷
、
大
池
、
大
石
、
珠

川
の
総
合
整
備
計
画
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
■
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

　
　
　
　
　
　
　
　
を
ユ
ヤ
ろ
よ
へ
つ

結
…
…
新
十
日
町
大
橋
橋
梁
新

設
工
事
の
請
負
金
額
を
九
三
万

六
、
○
○
○
円
増
額
し
一
億
四
、

四
一
五
万
五
、
○
○
○
円
と
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
■
字
の
変
更
…
…
圃
場
整
備

に
と
も
な
い
下
条
四
丁
目
地
内

の
字
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
■
新
潟
県
十
日
町
市
川
西
町

衛
生
施
設
組
合
規
約
の
変
更

圖
圓

　
■
売
上
税
反
対
に
関
す
る
請

願
（
二
件
）
…
…
採
択

　
■
売
上
税
導
入
の
撤
回
に
関

す
る
請
願
…
…
採
択

　
■
大
型
間
接
税
（
売
上
税
）

…
…
組
合
の
経
費
負
担
割
合
を

十
日
町
市
八
八
％
を
「
八
六
％
」

に
、
川
西
町
一
二
％
を
「
一
四

％
」
と
し
ま
し
た
。
こ
の
規
約

の
変
更
は
県
知
事
の
許
可
の
日

か
ら
施
行
し
ま
す
。

　　糞難
売上税粉砕市民大会（3月7日、本町通り）

園
圓
圖

　
　
　
　
　
　
因
圖

　
■
売
上
税
導
入
撤
回
、
マ
ル

優
廃
止
反
対
に
関
す
る
意
見
書

…
…
原
案
可
決

　
■
暴
力
追
放
に
関
す
る
決
議

…
…
原
案
可
決

の
導
入
を
や
め
マ
ル
優
制
度
の

存
続
を
求
め
る
請
願
…
…
採
択

　
■
信
濃
川
の
水
資
源
に
関
す

る
請
願
…
…
継
続
審
査

　
■
売
上
税
導
入
反
対
に
関
す

る
請
願
…
…
採
択

十日町ソフト開発㈱

●資本金　　2，500万円
十日町市　　　　　　1，200万円

十日町織物工業協同組合　　950〃

十日町商工会議所　　　　50〃

十日町市農業協同組合　　100〃

津南町　　　　　50〃
川西町　　　　　100〃
中里村　　　　　50〃
●会社役員

代表取締役社長（非常勤）丸山尚政

代表取締役専務（常　勤）三輪定義

取　締
　　〃

〃
　
〃
査
〃

　
　
　
　
　
　
臥
皿

（
（
（
（
（

　
　
　
几
又

　
　
　
ノ
イ

役（非常勤）樋口貫一

　〃
〃

〃

）南雲春雄

）吉沢慎一

）本田欣二郎

）水落郁雄

）服部泰

地
域
に
定
着
す
る
企
業
を
目
指
し
て

十
〇
町
り
7
卜
開
肇
㈱
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
織
物
組
合
電
算
セ
ン
タ
ー
と
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
が
蓄
え
た
　
ソ
フ
ト
擁
情
報
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
　
　
理
”
技
術
を
よ
り
生
か
し
、
，
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
ら
の
手
で
企
業
創
設
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
地
域
に
定
着
す
る
企
業
に
育
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
　
　
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
社
員
は
電
算
セ
ン
タ
i
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
　
　
市
力
ら
の
派
遣
職
員
　
新
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祝
　
　
　
の
職
員
、
合
わ
せ
て
三
十
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
　
　
　
で
す
。
三
月
八
日
の
採
用
試
験

　
市
報
2
月
m
日
号
で
概
要
を
　
　
に
は
、
十
一
人
採
用
の
と
こ
ろ

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
行
政
・
　
　
に
男
女
合
わ
せ
て
六
十
五
人
も

業
界
が
共
同
出
資
の
第
三
セ
ク
　
　
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

タ
i
「
十
日
町
ソ
フ
ト
開
発
株
　
　
　
新
会
社
発
足
に
よ
り
、
市
業

式
会
社
」
の
創
立
株
主
総
会
と
　
　
務
の
電
算
処
理
を
担
当
し
て
い

創
立
祝
賀
会
が
、
三
月
二
十
七
　
　
た
事
務
改
善
室
は
、
企
画
財
政

日
ク
ロ
ス
m
で
開
か
れ
、
四
月
　
　
課
電
算
係
に
組
織
変
更
さ
れ
ま

一
日
か
ら
新
会
社
と
し
て
ス
タ
　
　
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆

i
ト
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り

　
新
会
社
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
　
　
な
が
ら
、
　
”
正
確
か
つ
タ
イ
ム

理
の
受
託
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
　
　
リ
ー
”
な
情
報
を
お
届
け
す
る

開
発
設
計
・
販
売
の
業
務
な
ど
、
　
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ノ



日

挙選員議

投票日は

告示：4月19日

1
■
■
■
■
圏

匂

　　　匂1
七
　　ゆ鍔

　●　●

　）

総

メ
　
　
質

　
四
月
二
十
六
日
投
票
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
わ
た

し
た
ち
の
暮
ら
し
の
願
い
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
最
も

身
近
な
機
会
で
す
。
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
任
せ
る
人

を
選
ぶ
た
め
、
よ
く
考
え
、
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ

ま
し
よ
う
。

［
國
票
で
き
る
人

　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
七

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
今

年
一
月
十
八
日
以
前
に
十
日
町

市
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
き

住
ん
で
い
る
人
で
す
。

　
な
お
、
四
月
十
六
日
以
降
に

市
内
で
住
所
を
変
え
た
と
き
は
、

住
所
変
更
前
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

國
票
時
間
は

　
　
午
前
7
時
～
午
後
6
時

　
投
票
で
き
る
時
間
は
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
が
、

投
票
所
に
よ
っ
て
は
、
終
了
時

間
を
繰
り
上
げ
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
の
で
入
場
券
を
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
に
入
場
券
を
忘
れ
た

り
、
な
く
し
た
と
き
は
投
票
所

で
係
員
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。

圏
挙
公
報
を

　
　
　
　
配
布
し
ま
す

　
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政

見
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
「
選
挙
公
報
」
を
発
行
し

ま
す
。
選
挙
公
報
は
四
月
二
十

日
す
ぎ
に
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ

て
、
　
「
入
場
券
」
と
一
緒
に
配

布
し
ま
す
。

困
在
者
投
票
は

　
出
産
や
入
院
、
あ
る
い
は
仕

事
や
出
張
な
ど
で
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
際
は
入
場
券
と
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
日
時
n
四
月
十
九
日
㈹
～
二

十
五
日
㈲
、
午
前
八
時
半
～
午

後
五
時
ま
で

　
場
所
ー
市
選
挙
事
務
室
（
市

役
所
一
階
）

圏
の
他
の
投
票
も

　
点
字
投
票
…
…
目
の
不
自
由

な
人
は
、
係
員
に
話
し
て
点
字

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
代
理
投
票
…
…
身
体
の
障
害

な
ど
で
候
補
者
名
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
は
、
係
員
が

代
わ
っ
て
書
い
て
く
れ
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
投
票
…
喋
身
体

に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、

自
宅
で
郵
便
に
よ
り
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
投
票
用
紙
の
請
求
は
四

月
二
十
二
日
㈲
ま
で
で
す
。
詳

し
い
こ
と
は
市
選
挙
事
務
室
へ
。

圃
票
は
即
日
で
す

　
開
票
は
、
二
十
六
日
・
投
票

日
の
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　
会
場
が
狭
い
た
め
、
市
民
ホ

ー
ル
の
テ
レ
ビ
で
開
票
状
況
を

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
開

票
速
報
を
掲
示
し
ま
す
。

立候補

期日4月19日（日）

時　間　午前8時30分～午後5時

　（この時間以外は受け付けませ

　ん）

場所保健センター・集団指導

　室（3階）

受け付け順　午前8時30分までに参

　集された方が2人以上いる場合

　は、すべて「クジ」で決め、到

　着順にはなりません。

　
　
　
土
寸

　
　
　
ビ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
㈲
後
階

査
㎜
件
q

　
　
～
分
室

審
㈹
3
0
務

　
　
日
時
事

前
M
18
挙

　
　
月
前
選

事
4
午
市

　
　
日
間
所

　
　
期
時
場

　
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則
（
市

政
の
進
展
＼
文
化
の
向
上
＼
福

祉
の
増
進
に
貢
献
し
た
り
＼
ま

た
模
範
と
な
る
善
行
を
し
た
個

人
・
団
体
を
対
象
）
に
墓
づ
い

て
三
月
三
十
一
日
＼
市
役
所
で

“
市
政
功
労
者
”
の
個
人
二
十

一
天
と
一
団
体
の
皆
さ
ん
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　
＊
自
　
台
＊

　
　
　
　
俺
侮
ノ

斎
木
　
政
栄
さ
ん
（
北
鐙
坂
三
）

児
玉
　
傅
吉
さ
ん
（
稲
葉
）

田
村
　
達
夫
さ
ん
（
中
条
旭
町
）

　
＊
教
育
・
文
化
＊

市
村
　
俊
一
さ
ん
（
伊
達
三
）

中
林
秀
一
郎
さ
ん
（
中
町
）

高
橋
　
秀
雄
さ
ん
（
城
之
古
一
）

山
本
　
二
郎
さ
ん
（
中
町
、
故
人
）

　
＊
産
　
業
＊

おめでとうございます

宿政功労者の皆εん

高
橋
　
武
二
さ
ん
（
本
町
一
上
）

大
嶋
　
　
愛
さ
ん
（
蕨
平
）

関
口
　
龍
次
さ
ん
（
島
）

尾
身
マ
ッ
イ
さ
ん
（
鉢
一
）

福
原
　
シ
ゲ
さ
ん
（
新
座
二
）

中
林
た
か
子
さ
ん
（
本
町
西
一
）

　
＊
保
健
・
体
育
＊

目
黒
　
リ
エ
さ
ん
（
駅
通
り
）

根
津
　
時
子
さ
ん
（
稲
荷
町
二
）

小
海
　
ト
ヤ
さ
ん
（
名
ヶ
山
）

田
村
　
久
蔵
さ
ん
（
西
浦
町
東
）

　
＊
防
　
災
＊

大
津
　
重
信
さ
ん
（
三
ツ
山
）

小
林
　
好
一
さ
ん
（
津
池
）

　
＊
寄
　
付
＊

佐
藤
　
保
子
さ
ん
（
川
治
中
町
）

山
口
　
誠
士
さ
ん
（
下
条
中
央
通
り
）

山
口
　
和
子
ざ
ん
（
下
条
中
央
通
り
）

立
正
佼
成
会

4



　
四
月
一
日
付
で
十
日
町
市
、

十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
、
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

『
克
雪
都
市
計
画
課
』
を
新
設

十
日
町
市
、
衛
生
施
設
組
合

人
事
異
動
の
方
針
↓

　
①
克
雪
対
策
、
老
齢
化
社
会

へ
の
対
応
を
さ
ら
に
強
化
す
る

と
と
も
に
、
企
画
調
整
部
門
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
②
組
織
改
革
に
伴
う
事
務
の

停
滞
を
避
け
る
た
め
、
組
織
替

え
関
連
、
保
母
の
職
名
替
え
、

新
採
用
職
員
の
配
置
、
お
よ
び

退
職
者
の
補
充
を
除
き
、
異
動

規
模
は
最
少
限
と
し
ま
し
た
。

異
動
の
規
模
⊥

〈
十
日
町
市
・
百
三
十
六
人
〉

　
ロ
課
長
級
七
人
□
課
長
補
佐

級
十
一
人
□
副
参
事
・
係
長
級

二
十
人
□
主
査
二
十
六
人
□
一

般
職
員
七
十
二
人

〈
衛
生
施
設
組
合
・
四
人
〉

　
ロ
副
参
事
・
係
長
級
二
人

□
主
査
一
人
ロ
一
般
職
員
一
人

＊
課
長
級
（
旧
職
）

　
▼
総
務
課
長
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
ー
徳
永
成
太

（
総
務
課
長
、
事
務
改
善
室
長
）

▼
企
画
財
政
課
長
ー
宮
沢
竹
利

（
財
政
課
長
）
▼
市
民
課
長
ー

大
関
和
夫
（
市
民
生
活
課
長
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
克
雪
都
市
計
画
課
長
け
瀬
下

敬
志
（
建
設
課
長
補
佐
）
▼
学

校
教
育
課
長
ー
佐
藤
喜
代
知

（
学
校
教
育
課
指
導
管
理
主
事
）

▼
市
史
編
さ
ん
室
長
、
博
物
館

長
ー
星
野
元
一
（
公
民
館
副
館

長
、
社
会
教
育
課
長
補
佐
）

▼
学
校
教
育
課
指
導
管
理
主
事

梓
田
村
晃
（
真
田
小
学
校
校
長
）

▽
地
区
指
導
主
事
ー
今
井
雄
介

（
小
千
谷
南
中
学
校
校
長
）

＊
課
長
補
佐
級

　
▼
総
務
課
副
参
事
ー
村
山
薫

（
事
務
改
善
室
長
補
佐
）
▼
総

務
課
長
補
佐
・
文
書
広
報
係
長

ー
大
島
貞
二
（
総
務
課
長
補
佐
・

企
画
広
報
係
長
）
▼
企
画
財
政

課
長
補
佐
ー
村
山
正
隆
（
財
政

課
長
補
佐
）
▼
市
民
課
長
補
佐

“
生
越
誠
（
市
民
生
活
課
長
補

佐
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

次
長
）
▼
保
健
衛
生
課
長
補
佐

ー
三
谷
尚
（
市
民
生
活
課
副
参

事
）
▼
公
民
館
副
館
長
、
社
会

教
育
課
長
補
佐
“
若
井
雄
二

（
保
健
衛
生
課
長
補
佐
）
▼
建

設
課
長
補
佐
”
宮
沢
孝
美
（
建

設
課
副
参
事
）
▼
克
雪
都
市
計

画
課
長
補
佐
廿
佐
藤
正
雄
（
建

設
課
副
参
事
）
▼
水
道
局
次
長
・

維
持
係
長
ー
丸
山
富
士
郎
（
水

道
局
次
長
・
工
務
係
長
）
▼
中

央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
ー

玉
田
衛
（
衛
生
施
設
組
合
副
参

事
）
▼
博
物
館
副
館
長
、
社
会

教
育
課
文
化
財
係
長
ー
波
形
卯

二
（
博
物
館
副
館
長
）

▽
社
会
教
育
課
社
会
教
育
主
事

舗
滝
沢
正
晴
（
南
中
学
校
教
諭
）

広
域
事
務
組
合

人
事
異
動
の
方
針
ー
求

　
機
構
改
革
（
通
信
救
急
課
を

警
防
課
に
統
合
）
に
よ
る
体
制

の
強
化
、
お
よ
び
消
防
本
部
・

消
防
署
・
分
遣
所
間
の
人
事
交

流
を
図
り
ま
し
た
。

異
動
の
規
模
↓
三
十
五
人

　
□
課
長
級
一
人
ロ
課
長
補
佐

級
三
人
□
係
長
級
五
人
ロ
分
隊

長
級
五
人
□
副
分
隊
長
級
四
人

□
一
般
職
員
十
七
人

＊
課
長
級
（
旧
職
）

　
▼
消
防
署
長
、
警
防
課
長
口

涌
井
義
雄
（
消
防
署
長
、
警
防

課
長
、
通
信
救
急
課
長
）

＊
課
長
補
佐
級

　
▼
予
防
課
長
補
佐
H
斉
木
薫

夫
（
予
防
係
長
）
▼
警
防
課
長

補
佐
什
柳
茂
男
（
警
防
係
長
）

▼
総
務
課
長
補
佐
、
組
合
事
務

局
総
務
課
長
補
佐
け
小
林
勝
美

（
庶
務
消
防
団
係
長
、
組
合
事

務
局
総
務
課
庶
務
係
長
）

退
職
者
（
3
目
3
1
日
付
）

〈
十
日
町
市
・
十
人
〉

　
▼
田
村
達
夫
（
市
史
編
さ
ん

室
長
、
博
物
館
長
）
▼
渡
辺
義

博
（
学
校
教
育
課
長
）
▼
大
島

富
士
雄
（
中
央
学
校
給
食
共
同

調
理
場
長
）
▼
小
林
房
太
郎

（
自
動
車
運
転
手
）
▼
酒
井
武

治
（
自
動
車
運
転
手
）
▼
中
川

幸
子
（
十
日
町
保
育
所
保
母
）

▼
村
山
ハ
ル
エ
（
給
食
調
理
員
）

▼
生
越
ヨ
ネ
（
給
食
調
理
員
）

▼
高
橋
喜
一
郎
（
用
務
員
）

▼
佐
藤
清
一
（
用
務
員
）

留学生を募集
　イタりアの絹織物の織り、染めなどの枝術を学び

十日町産地に生かすとともに、より一層の交流を進

めるため、姉妹都市コモ市にある「国際絹織物専門

学校」への留学生派遣事業き行います。

びたいこと。学んだことを地域で

　どのように生かしたいか。400字詰

原稿用紙で3～5枚）⑤写真1枚

　（5×5cm、上半身正面無背景）

レ応募期限　4月30日休）まで

レ選考方法①第1次選考：書類審

査②第2次選考：面接

〉申し込み、問い合わせ　総務課人

事秘書係（智57－3111㊨215）

〉応募資格　①市内に居住、または

市内の事業所に勤務している人。

②心身ともに健康で絹織物に深い

関心があり、留学に意欲的な人。

〉応募方法　つぎの書類を提出して

　ください……①コモ留学生派遣参

加申込書②勤務先の同意書③未成

年者は保護者の同意書④作文（テ

ーマ：コモの絹織物専門学校で学

留学生派遣人数　1～2人

留学先　コモ市にある「国際絹織

　物専門学校」

留学期問　1～5年
渡航・留学の時期　今年6月（イタ

　リア語の勉強を3カ月し、入校は

　新学期が始まる9月の予定です）

宿泊施設　コモ市内のアパートを予

　定しています。

留学に必要な経費　十日町市とコモ

　市から補助があ『）ますが、渡航・

　留学・生活に必要な個人負担額は、

　1年間に約100万円の予定です。

グ



1　　　　　　　　　　　　●

万スo∂55瓶

　みなさんと一緒につくるぺ一ジです。

　楽しい話題や出来事、また「こんなことを

取り上げて」といったご意見など、なんでも

お寄せください。

　取材や写真撮影が必要なものは、連絡をい

ただければお伺いします。

　連絡は　　総務課文書広報係（盈57－3111

㊥213、214）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〉優勝した選手たち

襲謹擁繍，鞘　　レー》ング魏奈、章轄果癸㌶認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学生男　小杉　和之（下条小）47．7km

　　　、・蕊　翻，’、論、懸…、瀟、1、、一中4生董翻ひと譲鼎撫

闘，．　艦づ……1………1…騨　隔旗，レー妾畢冒町業儲斜寸隷星野

　　　　　4時間に挑戦、一斉にスタート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陽子、弓削佳子）53．Okm

　「第2回十日町4時間トライアルレース」が3月15　　中学リレー男　下条中A（小島高則、中町健一、水落

日に行われました。市陸上競技場を朝9時スタート、　　　剛、水落洋、波形英樹）68．5km　　・

昼1時ゴールの4時間内で、1周3kmのコースをどれ　　中学リレー女　下条中D（生越和美、長谷川昌子、角

くらい走れるかという競技です。参加者は6歳から53　　山紀子、小海元子）57．4km

歳までの211人と昨年の4倍に、また全国トップクラ　　高校リレー男　十日町高校A（若井栄一、柳宣明、佐

スの桜田選手や和田選手も参加。　　　　　　　　　　　藤昭則、大嶋次郎）77．Okm

　クロカンスキーのメッカ、地域の活性化にと、中条　　家族リレー柳チーム（柳。茂、博之、寿子、良子）

地区とスキー協会が育てた大会。来年も楽しみです。　　　48．1km

「
4
時
間
ト
ラ
イ
ア
ル
」
皿
人
が
挑
戦

』警廷婁、ぴ

｝
糟㎜、欄酬欄諏脚輯灘冴’縄繍轍踊糊醐跡樹祀や脚轄甑㎜鮒一伽塒淵悔醐甥概躰榊馴礁軍脳矧“＝職劉嚇轄蝉榊覗＝蜘淵蜘伊畑欄襯蜘酬田燃醐＾＝襯卿脚騨

　
　
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
十
四
年
目
を
迎

　
え
、
現
在
会
員
十
五
人
、
平
均
年
齢
八

　
十
歳
の
お
年
寄
り
の
集
ま
り
で
す
。
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み

　
週
金
曜
日
に
本
町
六
・
四
ツ
宮
荘
で
組

　
ひ
も

　
紐
を
や
り
な
が
ら
、
親
ぼ
く
を
深
め
て

　
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
知
人
か
ら
さ
ま
ざ

　
ま
な
色
糸
を
譲
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

　
を
組
ん
で
作
っ
て
い
ま
す
。
出
来
上
が

　
っ
た
品
物
は
雪
ま
つ
り
で
売
っ
て
い
ま

　
す
。

　
　
そ
の
収
益
三
十
万
円
と
扇
風
機
二
台

　
を
四
ツ
宮
荘
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。
「
今

　
で
は
、
作
る
喜
び
を
味
わ
い
、
品
物
を

　
人
に
差
し
上
げ
て
喜
ば
れ
る
の
が
張
り

　
合
い
で
も
あ
り
ま
す
」
の
声
が
…
…
。

　
　
ち
ょ
う
ど
、
四
月
三
日
に
訪
れ
た
と

高
橋
辰
江
さ
ん
（
島
・
7
0
歳
）

ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
き

ダ
ぱ
セ
　
ぜ
モ

ゆ軌一㎜
噸㎜撒轄嚇脚糊甜欄ゆ㎜　噸㎜隔編醐細ザ榊

・
き
、
集
ま
っ
た
何
人
か
の
元
気
な
声
を

曜ツ　　

醐
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

醐剛榊

醐
　
こ
の
会
は
、
卒
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

翻～

響蒙欝灘■囹騨疑懸麓隔闘
きずなが深いお友だちばかり

監
垂
言

　　ふく　し
長寿福糸工芸クラブ

ジ
代表：関口源左衛門さん

　（本町5　費57－5177）

組
紐
は
、
す
っ
か
り
私
の
趣
味
に
な
り
．

ま
し
た
・
ま
だ
ま
だ
・
若
い
人
に
負
」

ま
荒
ア
ッ
ハ
ハ
…
●
㌔
　
心

関
ロ
源
左
衛
門
さ
ん
（
本
町
五
．
9
。
藷

　
結
成
当
時
は
、
五
十
人
の
会
員
が
い
”

た
の
に
…
：
㌔
右
の
写
真
に
あ
る
道
目
乙

は
私
が
開
発
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
名
ミ
サ
さ
ん
（
八
幡
田
町
・
8
4
歳
）
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
こ
し

　
十
年
前
に
中
条
青
年
団
の
御
輿
の
紅
㎜

白
の
紐
を
組
ん
で
喜
ば
れ
ま
し
た
。

吉
田
敬
三
さ
ん
（
千
歳
町
・
6
6
歳
）
　
㎜

　
私
は
、
ボ
ケ
防
止
と
生
き
が
い
の
た
∞
∞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅

め
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
昔
ば
な
し
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
嵜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

村
山
モ
ト
さ
ん
（
本
町
六
・
7
9
歳
）
　
　

　
退
屈
し
の
ぎ
で
や
っ
て
い
る
わ
け
そ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

の
！
足
腰
が
悪
く
て
来
れ
な
い
人
、
亡
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淵

く
な
ら
れ
た
人
が
い
て
会
員
が
減
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

い
く
の
が
残
念
で
す
が
、
紐
が
結
ん
だ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
だ
ち
を
大
事
に
し
た
い
で
す
ね
。
　
廓

グ



　「さようなら国鉄、最終列車の旅」発車。

　分割・民営化を直前にした3月31日、全国各地

で多彩なイベントが行われた中、十日町駅でも企

画一十日町駅・越後川口駅間20；07発、21：23着

の列車が運行しました。「飯山線をたびる会」の会

員をはじめ約140人が乗車、お酒を飲みながら思い

出を、またこれからの飯山線を語り合いました。

　4月1日からは、東日本旅客鉄道株式会社とし

てスタート。42年間お世話になった飯山線は大切

な足です。これからもよろしくお願いします。

池田作三観光協会長より原山正明十日町駅長に花束を

飯
山
線
ご
苦
労
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

鍵
鱗

地
域灘

一　　灘

富井武保さん

　（馬場4）

猛
・
会

劫
蓉

　　u、、

芙◇

連絡先：宮内秀子さん

　（七軒町費52－3813）

　
四
年
前
、
ダ
ン
ス
愛
好
者
が
数
人
集

ま
っ
て
市
民
会
館
で
レ
ッ
ス
ン
を
始
め

ま
し
た
。
芙
蓉
の
花
の
よ
う
に
美
し
く

踊
ろ
う
、
芙
蓉
の
花
の
よ
う
な
心
と
体

を
つ
く
ろ
う
、
と
い
う
意
気
込
み
で
「
芙

蓉
会
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

　
毎
週
火
曜
日
夜
七
時
半
か
ら
、
日
本

社
交
舞
踏
教
師
協
会
の
教
程
に
基
づ
い

て
パ
ー
テ
ィ
ー
用
ダ
ン
ス
と
初
級
の
や

さ
し
い
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
会
員
は
約
三
十
五
人
。
年
齢
は
三
十

代
か
ら
五
十
代
と
幅
広
く
、
職
業
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
青
春
時
代
に
か
え
っ
て

一
生
け
ん
命
レ
ッ
ス
ン
に
励
み
、
い
い

汗
を
流
し
、
そ
う
快
感
に
ひ
た
っ
て
い

ま
す
。
会
の
雰
囲
気
は
和
気
あ
い
あ
い
、

明
る
く
、
楽
し
く
、
ほ
ほ
え
み
が
た
え

ま
せ
ん
。
会
員
の
中
に
は
ダ
ン
ス
熱
が

高
じ
て
コ
ン
ペ
で
入
賞
し
た
り
、
メ
タ

ル
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
合
格
し
た
人
も
い

ま
す
。

　
七
月
に
は
七
タ
パ
ー
テ
ィ
i
、
十
一

月
に
は
一
足
早
い
年
末
パ
ー
テ
ィ
ー
が

あ
り
、
レ
ッ
ス
ン
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
技
術
の
習
得
と
と
も

舞
鱗
驚
灘
灘
　
　
雛
懸
騰
灘
灘
灘
繕
灘
顯
灘
難
　
灘
∞
∞
灘
灘
撚
灘
難
灘
灘
灘
灘
籔
灘
灘
灘
鱗
灘
難
鑛
㎜
鑛
灘
縷
難
灘
嚢
嚢
難
馨

に
、
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
思
い
や
り
の
心
、

仲
間
を
な
ご
や
か
に
す
る
心
を
育
て
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
イ
ト
！
フ

ァ
イ
ト
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

購
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
超
　
儀
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
蹴

｝
し
の
原
点
は
足
も
と
か
ら

馬
場
地
区
の
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
「
苗
場
会
」

会

1ンジ描進麟

　
「
お
父
さ
ん
、
が
ん
ば
れ
」
　
「
坊
や
、

し
っ
か
り
」
。
元
気
な
掛
け
声
が
南
部

保
育
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
飛
び
交
い
ま
す
。

　
今
日
は
、
苗
場
会
主
催
の
『
馬
場
町

内
雪
上
大
運
動
会
』
の
日
で
す
。
ス
コ

ッ
プ
で
の
穴
掘
り
ゲ
ー
ム
、
ア
ベ
ッ
ク

パ
ン
ツ
リ
レ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

目
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
…
…
。

　
苗
場
会
は
、
　
「
地
域
の
融
和
と
発
展

を
め
ざ
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育

成
を
図
る
」
た
め
に
馬
場
地
区
に
住
む

若
者
の
中
か
ら
声
が
上
が
り
、
七
年
前

榊
躍

鋲

さすが呼吸もピッタリと
嚢
灘

に
発
足
し
ま
し
た
。
馬
場
青
年
団
を
卒

業
し
て
か
ら
厄
年
ま
で
の
二
十
五
歳
か

ら
四
十
二
歳
の
中
堅
層
で
組
織
し
、
会

員
は
五
十
八
人
で
す
。

　
こ
こ
で
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

春
南
部
保
育
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
雪
消

し
と
清
掃
…
…
早
朝
五
時
か
ら
の
作
業

は
眠
い
で
す
が
、
園
児
た
ち
が
う
れ
し

そ
う
に
走
り
回
る
姿
を
思
い
う
か
べ
る

と
作
業
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

夏
地
域
づ
く
り
教
養
懇
談
会
…
…
会

員
の
自
己
啓
発
と
勉
強
の
場
で
す
。
講

師
を
招
い
て
地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て

の
講
話
を
聞
き
、
話
し
合
い
ま
す
。

釈
秋
ま
つ
り
演
芸
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

は
な
び

煙
火
百
発
以
上
の
打
ち
上
げ
、
各
種
の

夜
店
…
…
す
べ
て
が
手
づ
く
り
の
事
業

で
す
。
鎮
守
様
境
内
は
、
町
内
の
人
た

ち
五
百
人
以
上
で
埋
ま
り
ま
す
。
夜
の

更
け
る
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
く
に
ぎ

や
か
な
お
祭
り
で
す
。

久
・
町
内
雪
上
大
運
動
会
…
…
初
め
に

紹
介
し
ま
し
た
が
、
利
雪
・
克
雪
の
気

持
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
　
し

通
年
カ
タ
ガ
リ
城
趾
緑
化
運
動
公
園

造
成
の
取
り
組
み
…
…
地
区
か
ら
約
ニ

キ
。
ほ
ど
離
れ
た
所
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
公
園
を
造
ろ
う
と
、
地
区
役
員
と

協
力
し
あ
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
以
上
、
地
域
お
こ
し
の
原
点
は
、
あ

く
ま
で
自
分
た
ち
の
足
も
と
か
ら
と
い

う
認
識
で
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

／



痂御所7プ。

「スタートさせました・そこで・＋日晴

　さんに＼業務の内容をたずねていただく

だきました。

　今年度，新たに「克雪都市計画課」を

年会議所・ビジョン21委員会の関□純夫

とともに．関□さんのご意見をお話いた

瀬下敬志課長

「
克
雪
」
と
「
都
市
計
画
」
の

　
　
部
門
を
一
本
化

関
口
　
市
の
克
雪
対
策
は
全
国
的
に
も

進
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
克
雪
都

市
計
画
課
を
新
設
さ
れ
た
の
に
は
特
別

な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
す
か
。

瀬
下
　
私
ど
も
の
課
は
、
　
「
克
雪
」
と

「
都
市
計
画
」
部
門
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
都
市
計
画
は
、

雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
お
い

て
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

克
雪
住
宅
関
係
、
道
路
除
雪
、
流
雪
溝

事
業
な
ど
、
市
民
生
活
課
と
建
設
課
で

個
々
に
担
当
し
て
い
た
も
の
を
一
本
化

し
た
わ
け
で
す
。
克
雪
企
画
係
、
克
雪

事
業
係
、
都
市
計
画
公
園
係
が
あ
り
ま
す
。

関
口
　
す
る
と
、
市
の
す
べ
て
の
雪
対

策
事
業
を
都
市
計
画
と
併
せ
て
進
め
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

関口純夫さん

克
雪
の
柱
は

生
活
道
路
と
屋
根
雪
対
策

関
口
　
ひ
ど
い
降
り
の
と
き
で
も
、
朝

に
は
道
路
除
雪
が
終
わ
っ
て
い
る
の
で

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

瀬
下
　
克
雪
対
策
は
、
生
活
道
路
の
確

保
と
屋
根
雪
処
理
が
柱
で
す
。
市
道
除

雪
は
機
械
、
消
雪
。
バ
イ
プ
、
流
雪
溝
を

合
わ
せ
て
約
五
〇
％
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
屋
根
雪
処
理
が
課
題
で
す
。

関
口
　
克
雪
住
宅
資
金
の
貸
付
制
度
、

融
雪
住
宅
モ
ニ
タ
ー
、
融
雪
屋
根
実
験

棟
な
ど
、
積
極
的
だ
と
思
い
ま
す
が
。

瀬
下
　
雪
下
ろ
し
か
ら
の
解
放
は
夢
で

す
し
、
屋
根
雪
が
解
決
す
れ
ば
道
路
除

雪
の
負
担
も
減
る
わ
け
で
す
。
五
世
帯

以
上
が
集
団
で
克
雪
住
宅
を
造
る
と
き

に
補
助
を
す
る
「
克
雪
住
宅
モ
デ
ル
地

区
整
備
事
業
」
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

す
で
に
土
市
で
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の

事
業
は
、
建
設
省
が
今
年
度
か
ら
始
め

た
「
克
雪
タ
ウ
ン
計
画
」
を
先
取
り
し

た
も
の
と
い
え
ま
す
。
十
日
町
市
も
名

乗
り
を
上
げ
、
計
画
策
定
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

関
口
　
道
路
除
雪
に
は
流
雪
溝
が
相
当

の
威
力
を
発
揮
す
る
と
思
う
の
で
す
が
、

水
も
含
め
て
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
ま
す
か
。

瀬
下
　
十
日
町
流
雪
溝
計
画
区
域
内
は

国
・
県
道
を
合
わ
せ
て
計
画
の
四
〇
％

進
ん
で
い
ま
す
。
水
に
つ
い
て
は
信
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
ヤ
り
ド
レ

川
か
ら
の
取
水
、
調
査
費
が
つ
い
た
晒

か
わ川

ダ
ム
な
ど
、
新
た
な
水
の
確
保
に
も

努
力
し
て
い
ま
す
。

関
口
　
今
ま
で
蓄
え
た
克
雪
対
策
の
技

術
を
全
国
に
売
り
込
む
、
そ
ん
な
積
極

策
を
展
開
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ガ野
蟹

難
　
　
／

　
埠
　
　
、
〆

　
　
’
暫

　
　
　
〆璽・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯

　
総
ム
ロ
公
園
予
想
図
ー
十
二
平
地
内

約
Z
診
に
多
目
的
広
場
、
野
球
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
を
計
画

都
市
計
画
に

　
“
十
日
町
ら
し
さ
”
を

関
口
　
都
市
計
画
と
い
う
と
広
い
範
囲

に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

瀬
下
　
例
え
ば
、
田
川
大
橋
か
ら
新
座

方
向
に
延
び
る
道
路
は
街
路
事
業
と
い

い
ま
す
。
ま
た
総
合
公
園
な
ど
の
公
園

事
業
、
旧
国
鉄
の
軽
便
線
跡
地
に
進
め

て
い
る
緑
道
計
画
、
北
越
北
線
開
業
を

目
標
に
す
る
十
日
町
駅
周
辺
開
発
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
あ
り
ま
す
。

関
口
　
先
ほ
ど
言
わ
れ
た
雪
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
は
私
た
ち
市
民
の
暮
ら
し
や

す
さ
と
結
び
つ
く
わ
け
で
す
が
、
何
か

共
通
し
た
”
十
日
町
ら
し
さ
”
を
事
業

に
取
り
入
れ
る
必
要
も
あ
る
と
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。

瀬
下
　
全
国
を
見
て
も
特
色
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
活
性
化
を
図
ろ

う
と
努
力
し
て
い
ま
す
ね
、
限
ら
れ
た

財
源
で
事
業
を
行
う
わ
け
で
す
か
ら
投

資
的
効
果
も
当
然
に
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

関
口
　
わ
れ
わ
れ
の
会
で
は
い
つ
も
話

し
合
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
の
地
域

は
“
き
も
の
”
で
す
。
市
で
も
「
き
も

の
首
都
構
想
」
を
掲
げ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
可
能
な
限
り
き
も
の
の
街
を

イ
メ
ー
ジ
づ
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
ん
で
す
か

ら
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
魅

力
あ
る
街
づ
く
り
が
必
要
で
す
よ
ね
。

瀬
下
　
予
算
を
み
な
が
ら
事
業
を
進
め

る
わ
け
で
す
の
で
、
ど
う
も
多
角
的
な

見
方
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
点
は
反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

ね
。関

口
　
自
治
体
に
も
株
式
会
社
発
想
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
十
日
町
市
も
ぜ

ひ
そ
う
進
む
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
が
や
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
が
市
民
に
も
よ
り
明

確
に
見
え
、
協
力
も
願
え
る
と
思
う
の

で
す
が
。

瀬
下
　
都
市
計
画
事
業
は
、
市
の
将
来

像
を
つ
く
り
上
げ
る
大
切
な
分
野
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
若
い
英
知
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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一講津
　　　　　　⑳
　　る　い庭野留衣ち．ん（1力齊）

　文夫・志麻子さん長女

　　　（江道）

　　感納豆＼にんじん、＼大好き。だから健康なん

　だって。これからは宙日＼お外で遊べるよね。

　おばあちゃんに三輪車をおしてもらうの。

大熊英行くん（5歳）

去年／0月のイモほり

だよ。力を入れると

いっぱいとれたよ。

樋口　渚ちゃん（5歳）

イモおいしかった。

お田さんのおみやげ

にもしました。

米賛．…罫．㈹．．．59b瞬味，

酢…・…・…・……・…………カップ垣

砂糖…・……………・…・・…大さじ2手
塩・………………・・…　……・ノ」￥さじ3

干しいたけ・………………・・…・5枚

かいわれ菜・……………・…・・…1束

塩さけ………………・………3切れ

もみのり…少々紅しょうが…少々

軽
な
材
料
で

色
ど
り
も
美
し

り
ら
し
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
響
　
　
さ
歳
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
（

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
つ
か
ノ

　
ち
ら
し
ず
し
は
、
家
の
自
慢
の
一
つ
。

こ
れ
か
ら
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
。

●
作
り
方
●

　
①
分
量
の
合
わ
せ
酢
を
鍋
に
入
れ
、

沸
騰
さ
せ
な
い
よ
う
に
煮
溶
か
す
。

②
ご
飯
が
熱
い
う
ち
に
合
わ
せ
酢
を
か

け
て
木
し
ゃ
も
じ
で
切
る
よ
う
に
混
ぜ
、

う
ち
わ
で
あ
お
い
で
さ
ま
す
．
③
干
し

い
た
け
は
水
に
も
ど
し
て
せ
ん
切
り
。

ボリュームいっぱい

一1一い

　　　ち

砂
糖
、
し
よ
う
油
、
酒
を
加
え
て
煮
る
。

④
塩
さ
け
は
、
皮
を
は
い
で
酢
に
4
時

間
位
つ
け
て
薄
く
そ
ぎ
切
り
に
．
⑤
卵

は
小
鍋
に
割
り
、
砂
糖
、
塩
、
酒
を
入
れ
、

ご
く
弱
火
に
か
け
割
ば
し
3
～
4
本
で

た
え
ず
か
き
混
ぜ
て
細
い
い
り
卵
を
作

る
。
⑥
か
い
わ
れ
菜
は
洗
っ
て
ー
㎝
位

に
切
っ
て
お
く
。
⑦
す
し
ご
飯
に
以
上

全
部
散
ら
し
て
紅
し
よ
う
が
、
も
み
の

り
を
か
け
る
。

さんかくさ

三角叉や竹馬に乗れるようになったよ

プ

お父さん，お田さんも

負けてはいません。2月
／8日にはエアロビクス教

室に汗を流しました。

　
人
に
い
い
つ
け
ら
れ
て
取
り
組
む
子

供
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
体
を
動
か
す
楽

し
さ
が
わ
か
り
、
も
っ
と
で
き
る
よ
う

に
な
ろ
う
と
い
う
意
欲
と
実
行
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
供
は
今
、
屋
内

の
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
体
力
つ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ケ理鷺留霧欠蛋麟・

　始めて乗れたと
きは3mくらい。

でもうれしかった

籔です・

串鵯躍眠灘ぷ》
　　　　　　　　　Vol．1

　　十日町小学校
自らはげむ体力つくり

　十日町小学校は＼文部省から「体力つく

り」の指定を受けて2年たちました。昨年

は十日町而が国の補助を受けて＼アスレチ

ック場＼トレーニングコース＼一輪車練習

場を整備してくださいました。

　P　T　Aの皆さんからも全面的な協力をい

ただき＼奉仕作業や工事の補充をして一層

使いやすくしていただきました。後援会の

ご理解もいただき＼遊具の購入や拡張工事

をすることができました。

　皆さんの温かいご協力に支えられて＼当

校では子供たちが「目らの体力つくり」に

励んでいます。

薦嚢成レたアスレチック場

！。



［二悔蜘峰1憂毯 市役所奮57－3111㊥…　（〒948千歳町3－3）

造林をしましょう　　　　　　　森林総合整備事業

森林総合整備事業
　森林総合整備事業は、林業に積極

的に取り組んでいる地域を国が「林

業振興地域」に指定し、高率の補助

金を交付して林業の育成を図る事業

です。十日町市は昭和59年度から63

年度まで、市内全域が指定地区にな

っています。

　事業内容は表のとおりです。有利

な補助制度を利用し、森林を造成し

ましょう。

　　　　申し込み一育林関係は4月30日㈲までに、　　　県単枝打ち事業
　　　造林（新植）関係は8月31日（月）までに十日町

　　　森林組合（奮58－3115）へ。

　　　　間い合わせ＝農林課林政農災係（㊥334）

　　　か十日町森林組合へ。

1ha（1町歩）当たり　単位：円

区　分 項　目 条　　　　　件 対象面積 対象林齢 概算事業費 予定補助金

造　林

（新植）

普　通

造　林
斜　面（平坦地） 1施工地

10a（1反歩）

　　　以　上

840，000～

870，000
600，000

階　段

造　林

斜面（20度以上）ブル
ドーザー施工

1，040，000～

　1，060，000
870，000

育　林

下　刈 不良木を全面伐採

1施工地

10a（1反歩）

　　　以　上

1～

10年生
　81，000
（肥料含まず）

37，000～

　58，000

除間伐
成立本数の10％以上を
伐採

11～

25年生

15～20年生の場合

　130，000

36，000～

　61，000

雪　起
こ　し

成立本数の30％以上を
起こす（縄起こし）

6～

25年生

15年生50％起こし

　145，000

43，000～

　67，000

作業路開設
造林および除間伐に必
要な場合

3ha以上の施業が必要
2，300～

　2，400

1，800～

　2，000

単位：円

条　　　　　　　件 対象面積 概算事業費 予定補助金

1．林齢（11～25年生）

2．枝打ち強さ、樹高の青以上

3．実施率、成立本数の者以上

1施工地

30a（3反歩）

　　　以上

80，000

　～

110，000

33，900

ご利用ください一

　就学援助制度
　市では、経済的な理由で小・中学

校へ通学するのが困難な児童・生徒

（生活保護世帯、生活保護世帯に準

ずる程度の世帯の児童・生徒）に、

就学援助費を支給しています。

　問い合わせ＝該当すると思われる

父兄の方は、教育委員会学校教育課

（㊨324）、在学する学校、または地

区民生委員さんへ。

就学援助費（予定額〉

学用品・通学用品費・校外活動費

小学校

中学校

1年9，610円
2～6年11，410円

1　年18，920円

2・3年20，720円

新入学用品費

　小学校1年　　　　16，300円

　中学校1年　　　　18，800円

体育実技用具費（スキー用具）

　小学校1・4年　　20，800円

　中学校1年　　　　29，700円

修学旅行費（宿泊を伴う修学旅行）

　小学校5・6年　　　実　費

　中学校3年　　実費
夏季訓練参加費

　中学校実施学年　　　交通費

その他　給食費、学校病による

　医療費の実費を支給します。

研作業停電
東北電力㈱十日町営業所費52－3107

　4月22日㈱午後1時半～5時◆上
新田4、下条栄町の各一部◆廿日城

の全部

　4月27日（月）午後1時～4時半◆山

本町1・2の各一部◆関根1・2、

浅之平、笹之沢、落之水、池之平、

孕石、椌木、長里の全部

　
　
月
　
　
　
上
　
　
　
所

　
所
4
　
　
・
劃
業

由至

蝶
却
・
ー
　
　
紹
　
　
捌
臆
　
。

女
町
講
ス
時
理
ど
ホ
日
す

孝
日
開
一
4
彦
な
、
十
ま

気
鰍
都
蜘
論
欝

電
勲
蒔
㈱
ぽ
概

人　
北
月
定
後
気
方
OO
東
で

　
じ
　
　
　
す
　
ロ
　
サ
い
エ
ニ
　

婦
駐
降
晒
降
琴
鞭
桿
泌
濁

　
　
　
2
3
　
　
　
手
講
し
へ

　
会
期
　
　
時
内
　

受
申

たいいく・スポー●襲
体育課（総合体育館内）費52－4377

体を鍛えよう

市民体育襟、
　9月6日

上競技場で

行います。

屋外体育施設開場
　4月19日（日）から、屋外体育施設が

使用できます。大いにご利用くださ

い。

（蚕［）の体育施設無料開放日は

　　　　　5日㊤です

第8回 きものの里をきもので歩こう

　　　　　日　時二5月10日（日）※午前9時30分までに集合

　　　　　　してください。受け付け順に着付けをします。

　　　　　定　員二先着50人（女性のみ　振袖30人、付下げ

　　　　　　10人、紬10人）

　　　　　参加費＝3，000円（昼食、おみやげ、記念写真）

　　　　　申し込み＝5月2日（土〉までに希望するきものの種

　　　　　　類を記入して、市観光協会（本町6－1・クロ

　　　　　　ス10内智57－3345）へ。電話でも受け付けます。

〃
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〉開設期間　4月～12月

〉会　　場市公民館（学校町1）

〉申し込み　4月15日㈲までに市公

民館（岱57－5011）へ。入講料年

額800円、あて名書きしたハガキ8

枚を用意してください。

“△
　7、

心の時代です、、
各コースとも定員20～30人

焼物
焼物を通して、暮らしを豊かにする技術を身につける。

（コーヒーカップ・湯のみ・花瓶・花き等の日常雑器制作）

陶芸家

高野秋規氏

毎週火曜日

夜7時～9時

くらし

の健康

　自分の健康を自分で守るために、身体のしくみや病気に

ついての知識や予防法を学ぶ。

中条病院長

中山康夫氏 第1・3火曜日

夜7時～9時くらし

の法律

民法を学び、暮らしを考える力を養う。

（結婚・夫婦・親子・相続・おかね・土地等の法律）

法律研究者

大島善孝氏

郷土
料理

子どもたちに、ふるさとの味を伝えるために、食事をみ

なおし、郷土料理を作る。

栄養士

阿部久美子氏

第2・4火曜日

午後1時半～

良寛
水上勉著「良寛」（中央公論社）をテキストに、その人

と生き方を学ぶ。遺跡地めぐりもおこなう。

郷土史家

佐野良吉氏

第2・4火曜日

夜7時～9時

食べ
も　の

　食品添加物や洗剤等について学びながら食生活を問い直

し、自然食品を考える。

栄養士

関タカ子氏 第1・3水曜日

夜7時～9時家庭地

域新聞

　家族をつなぎ地域をつなぐために、新聞作りの技術を学

び、家庭新聞・地域新聞を発行する。

公民館運審委

尾身伝吉氏

木版画
地域や暮らしをテーマにして木版画の技術を学ぶ。

（暑中見舞状・年賀状・カレンダー・小品等の制作）

十日町高校

羽。鳥保氏

毎週水曜日

夜7時～9時

おすすめします

県推奨優良品
　県では、安心して買い求めいただ

ける商品ということで「新潟県推奨

優良品」を認定しています。市内で

は、昭和62年度県推奨優良品として

5事業所の商品が認定（期間：昭和62

年4月1日～64年3月31日）されま

した。毎年2月ごろが申請時期です。

来年はぜひ申請してください。

　問い合わせ一商工観光課商業観光

係（⑧230．231）へ。

　　ゆ　ロぎ

幽
　　　　　　このマークがっい

　　　　　　，ています。
　　　寄渇鼻
　　　　　　　　　ようかん
〉福田屋製菓舗（百合羊葵、くるみ

羊葵）

〉㈱きはだや（伝統湯上げ・越後の

真綿子）

〉ホンマ科学㈱（包丁各種）
　　　　　こうぞ
〉㈱柳商店（楮布織テーブルクロス）

〉㈲十日町地域地場産業振興センタ

ー（天蚕糸入ネクタイ）

⑭公営住宅入居者（墓）

囹四日町市営住宅（木造平家建）

5戸く間取り＞6畳、4．5畳〈家賃＞

5，300円～5，800円

囹黒沢県営住宅（簡易耐火2階建）

27戸〈間取り＞6畳、3畳、D　K．

＜家賃＞11，000円～11，500円

　申し込み一建設課建築住宅係（㊥

266）へ。

もえないゴミは一

「霧谷埋立地」開場

　　　　衛生施設組合盈52－3924

　冬期間閉鎖していた霧谷埋立地を

4月13日（月）から開場します。高城沢

不燃物中継基地は閉鎖します。

〈お願い〉霧谷埋立地は、もえない

ゴミの処分場です。もえるゴミ、家

屋廃材、油類、工業用薬品などは持

ち込むことができません。指定され

た場所以外にゴミを捨てると「不法

投棄」として罰せられます。

鞍甜窃り舵う
　欝　　　　　　（敬称略）

　社会福祉事業へ一高田町2雪まつ

り委員会（7，555円）羽根川荘募金箱

（5，021円）中条旭翔会（1，800円）立

正佼成会（1，000円）上越ヤクルト販

売㈱（2万円）サークルアルファー

（1万円）小川善司（尾崎・5万円）

岡村建治（1，000円）

　　　　　　　　ふく　し　四ツ営荘へ一長寿福糸工芸クラブ

（30万円）

　特養ホーム「三好園」建設資金一

重野桂二（1万円）下条下組農区長

（7，000円）重野芳江（20万円）樋ロ

タツ（岩野・10万円）

　博物館へ（各種資料）一小島市松

（平）梧沢喜三作（山本5）太田袈

裟敏（北鐙坂）宮田正平（田中町本

通り）水野二郎（水野町）飯塚利平

（水沢市之沢）小林房太郎（川原町）

葉葺文佐久（大黒沢1）樋口庫太

（高田町3南）原田和義（稲荷町3

北）斉木敏一（本町6－3）

愛宕山桜まつりへどうぞ

　　4月25日㊤～5月10日⑤

　　　ボンボリがつきます。

r響’一4一’一””’一’8”ター’8’8’一一’一’一夕一ダ“一8曜4一”48’“一一’一’響ダー一」曹’一”一8　一グー’一グー4－49－4儒8一’一’響’一’曜4一一’4”一’一一’一一’一’8一一ρσ8一’8ρ直’岬『一1

む

i4月交通安全キャンペーン

ii　4月6日⑲～12日⑪
ロ

1よい子を守る交通事故防止運動
91
1
じ

ミ

i　かわいい子
き

i供たちが新し
ミ

1いランドセル
ミ

1やバックで通
ミ

iいますよ！
ミ

市町村名 発生件数 傷者数 死者数

十日町市 6（9） 7（11） 0（O）

川西町 2（4） 3（4） O（O）

津南町 4（2） 6（3） O（O）

中里村 1（2） 1（2） 0（0）

小　　計 13（17） 17（20） O（O）

累　　計 26（30） 32（38） 1（0）

　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　　　　　　　　　　　　　　i

⑳交通事故発生状況（）61年　i

　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　1

㌧」＿’＿’＿ダ＿ρ＿’＿『＿ダ＿’＿ρ＿一＿’＿」＿σ＿6＿’＿8＿ダ＿’＿’＿ダ＿プ＿ρ＿’＿一＿夕＿’＿」＿’＿’＿’＿’＿’＿’＿’＿ρ＿ダ．r’』r’＿’＿’＿4＿ρ＿’＿ρ＿ρ＿ρ＿4＿’＿ダ＿’＿」＿」＿4＿’＿’＿σ＿ρ＿ρ＿’＿’＿’＿’＿」＿＿，」
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は
、
明
治
四
十
五
年

六
月
に
当
時
の
十
日
町
教
育
会
で
編
さ

ん
が
決
め
ら
れ
、
三
力
年
の
日
時
を
費

し
て
大
正
四
年
五
月
に
完
成
し
ま
し
た

が
、
印
刷
さ
れ
ず
原
稿
の
ま
ま
保
存
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
編
さ
ん
に
あ
た
っ
た

人
々
は
、
材
料
収
集
委
員
長
の
本
田
善

市
氏
外
十
二
名
の
委
員
と
、
十
日
町
小

学
校
の
職
員
で
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
　
「
中
魚
沼
郡

誌
」
の
編
さ
ん
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

15磯・髄墜歩
沙　　　　　ε＠⑦

洋
＠
町
諮

上・下2巻で1，000頁余の大冊

た
。
　
「
郡
誌
」
の
編
さ
ん
は
明
治
四
十

二
年
五
月
に
郡
教
育
会
で
計
画
さ
れ
、

大
正
七
年
二
月
に
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

「
郡
誌
」
編
さ
ん
の
気
運
が
高
ま
る
中

で
「
町
誌
」
の
編
さ
ん
が
計
画
さ
れ
た

も
の
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
「
町
誌
」
は
、
上
・
下
二
巻
に
分
か

れ
、
十
日
町
の
沿
革
・
戸
数
・
人
口
・
祖

税
な
ど
十
四
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
各
項
目
ご
と
に
統
計
や
、
古
文

書
な
ど
も
つ
け
ら
れ
、
二
巻
で
千
頁
を

超
え
る
大
冊
で
す
。

　
序
文
に
「
過
数
百
年
間
の
風
俗
や
産

業
の
盛
衰
が
手
に
と
る
よ
う
に
理
解
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

き
」
、
　
『
後
世
二
伝
ヘ
テ
善
キ
者
ハ
法

　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
し

ト
シ
、
悪
シ
キ
ハ
戒
ト
ナ
サ
シ
ム
』
と

あ
り
ま
す
。
歴
史
の
中
か
ら
先
人
の
経

験
に
学
び
、
良
い
と
こ
ろ
は
生
か
し
、

悪
い
と
こ
ろ
は
改
め
よ
う
と
い
う
編
さ

ん
の
基
本
的
な
考
え
方
が
よ
く
わ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
ひ

ま
す
。
ま
た
、
　
『
古
文
・
口
碑
・
伝
説

　
え
ん
め
つ
　
　
う
れ

ノ
浬
滅
ヲ
憂
ヒ
』
資
料
の
収
集
に
あ
た

っ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
昭
和
六

十
九
年
ま
で
に
全
部
で
十
三
巻
の
「
十

日
町
市
史
」
を
ま
と
め
よ
う
と
、
資
料

の
収
集
、
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
町
誌
」
の
編
さ
ん
者
が
、
　
「
校
正
・

補
遺
他
日
ノ
大
成
」
を
後
進
に
託
し
て

い
ま
す
。
市
史
の
編
さ
ん
は
、
こ
の
遺

志
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意

図
は
市
史
編
さ
ん
の
基
本
方
針
に
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
ρ

＝
。
；
へ

一
冒

＝
6

7

一28一

ア
イ
デ
ア
の
『
戸
』
で

科
学
技
術
庁
長
官
奨
励
賞
に

　
　
　
　
青
柳
　
寛
く
ん

　
　
　
　
（
西
蜂
寵
箏
量

　
「
ド
ア
の
前
に
物
が
置
い
て
あ
る
と

開
け
る
の
に
邪
魔
だ
し
、
戸
に
も
で
き

れ
ば
と
、
考
え
ま
し
た
」
。
こ
の
ア
イ

デ
ア
か
ら
昨
年
五
年
生
の
夏
休
み
に
作

っ
た
『
引
き
戸
、
開
き
戸
が
両
用
で
き

る
戸
』
が
、
　
「
第
4
5
回
全
日
本
学
生
児

童
発
明
く
ふ
う
展
」
で
科
学
技
術
庁
長

官
奨
励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
考
案
し
た
戸
は
、
二
枚
の
開
き
戸
に

二
本
の
レ
ー
ル
の
溝
を
つ
け
、
反
対
側

に
滑
り
込
ま
せ
る
よ
う
に
工
夫
し
引
き

戸
と
し
て
も
使
え
ま
す
。
「
作
る
と
き
、

ど
ん
な
材
料
に
し
た
ら
、
そ
れ
に
戸
の

直
角
や
寸
法
が
合
わ
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

見
か
ね
て
お
父
さ
ん
が
手
伝
っ
て
く
れ

た
け
ど
、
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
」
。

　
三
月
二
十
五
日
に
東
京
・
日
本
橋
の

三
越
デ
。
パ
ー
ト
で
表
彰
式
。
二
十
六
日

に
は
県
庁
で
君
知
事
に
受
章
報
告
を
。

「
三
月
初
め
に
学
校
へ
連
絡
が
き
ま
し

た
。
ど
ん
な
賞
か
ぴ
ん
と
こ
な
か
っ
た

け
ど
、
表
彰
式
に
は
大
勢
の
人
が
い
た

の
で
緊
張
し
ま
し
た
」
。

　
夏
は
野
球
、
冬
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
と

ス
ポ
ー
ツ
も
万
能
な
健
康
少
年
。
　
「
こ

れ
か
ら
も
不
便
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

ま
た
考
え
て
み
た
い
で
す
」
。
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な

’
3
月
2
5
号
お
知
ら
せ
版
で
、
サ
ー
ヒ

ス
向
上
を
進
め
よ
う
と
窓
口
業
務
を
庁

舎
一
階
に
配
置
替
え
し
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
つ
い
最
近
お
出
か

け
に
な
っ
た
方
は
入
ロ
ド
ア
、
庁
舎
案

内
版
が
明
る
く
な
っ
た
の
に
気
が
つ
か

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
庁
舎
内
が
わ

か
り
や
す
く
と
工
夫
し
ま
し
た
。

　
「
外
見
と
中
身
が
違
う
」
な
ど
と
言

わ
れ
な
い
よ
う
に
と
、
昭
和
六
十
二
年

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
案
等
が
、

職
員
の
発
奮
・
反
省
材
料
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
意
味
で
市
報
も
今
月
号

か
ら
少
し
模
様
替
え
を
し
ま
し
た
。
ご

意
見
や
ご
投
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

’●ご連絡は
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と莇ま妙自然
　　　　　カタクリ　①

　山の斜面や明るい林の中に群生

する多年草です。

　早春、雪消えとともに芽を出し、

赤紫色の美しい花を咲かせます。

そして、林が若葉で覆われる初夏

のころには茎や葉は枯れ、球根だ

けとなって、翌年の春までの長い

休眠に入ります。

　このように、春から初夏の間に

すべての生活を終えてしまう植物

を“春植物．といいますが、ほか

にはキクザキイチリンソウ、コシ

ノコバイモなどがあります。

〃人日のう欝き
3月31年現在

住民基本台帳
人口47，572人（前月比△323）男23，362人（△148）女24，210人（△175）世帯数12，271（△64）


